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Resümee 
Seit 1976 habe ich diesen ＞ Versuch über Franz Kafkas Schloss ＜reihenweise, besonders viele Notizen um 
jede Gestalt im Werk geschrieben; K, Hauptperson und andere meisten auftretenden Personen; Frieda, Klamm, 
Amalia, Gerstäcker, Olga, Barnabas, Brunswick usw. ＞ die Schloßgeschichte ＜des ewigen Landvermessers 
ist ＞ das Schloß ＜ ja > zum Geschrieben--, nicht zum Gelesenwerden <, wie Kafka darüber gesagt hatte.  
Damals bekannte Kafka selbst; > Schreiben als Form des Gebetes < oder > diese ganze Literatur ist Ansturm 
gegen die Grenze <. Nun will ich diese Versuche als ein Buch zusammen in naher Zukunft veröffentlichen. Vor 
allem müssten wir wirklich ＞ das Schloß ＜ von Kafka für immer entziffern.  
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における形象＞城＜についてーK. Wagenbach:： Wo 













でまとめて「Ein literarischer Versuch über Kafkas 











９８０年に独文で「Ein Versuch über Franz Kafkas 
Schloß III ― Die vergleichende literarische 










されたBinder教授の「Kafka  Kommentar zu den 
Romanen usw」にならって、「城」の各章の注解を試
みる計画であった。まずは Binder 先生からお世話い








ず帰国した翌年、１９８４年に「Versuch über Franz 
Kafkas Schloß IV. Ein Kommentar zum ersten 
Kapitel」と題してRes. Rep. Nagaoka Tech. Coll, Vol. 
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される運命をたどらないとも限らない。正しく大作
「城」の解読は執筆の結末と重ね合わすことができよ
う。そしてこの「城」が永遠に放置されずに、仮に中
断されても、更に書きつづけられて、カフカがブロー
トに語ったと云う、主人公Kの臨終に城から村での滞
在許可の知らせが届くと云う、いわゆるファウストの
救済の如く、神の恩寵が結末となると、解釈が一気に
メシア待望論やシオニズム、そしてユーデントゥーム
に限定されてしまう。これもまた作者カフカの本意で
はないにちがいない。やはり多様な解釈の可能性のま
ま放任されるのが定めとするがよいのだろうか。何よ
りも正しい解釈や間違った解釈の成立しない、熟読す
ればするほど、また再読すれば必ずと云ってよいほど
新たな発見や解釈が生まれ、一層の読解の自由が深ま
ることこそカフカの最大の魅力にちがいない。とは云
え本書は残念ながら新たな解読を道を拓く論稿にはな
らなかった。長年を要したが、能力的な限界からも大
作「城」の注解の１つの試みにすぎないことをまず白
状しておきたい。正しく主要な登場人物を中心に、全
編にわたってその形姿を注解した小論集にすぎない。 
 
４ 
 カフカは晩年の手記で生涯かけて執筆すること、す
なわち文学に関して２つの箴言を残している。１つは
＞書くことは祈りの形式＜であり、もう１つは＞文学
は限界への突進＜である。両方とも未完の大作「城」
への執筆の心情が最も的確に表現されている言葉と云
ってよいだろう。そして正に遺言とも云えるこの２つ
の告白は死後に恥をさらさぬように、「城」を含めた、
すべての遺作を焼却するよう，畏友ブロートに依頼し
た心情と表裏一体をなしているのだ。そこには病魔と
創作の狭間に込められた切実な意欲が秘められてされ
ている。その意味で未完の大作「城」は思い半ばで果
てたカフカの人生と作品の集大成に他ならない。 
 本稿は来春刊行予定の「限界への突進―カフカの＞
城＜―」（仮題）の前書と後書のための覚書である。 
